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春
洋
会
会
員

各
位.

謹
啓

陽
春
の
候
、
会
員
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
御
清
祥
の
事
と
御
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
十
九
年
度
春
洋
会
総
会
お
よ
び
懇
親
会
を
左
記
の
如
く
開
催
し
み
に
い
と
存
じ
ま
す
。

尚
、
会
長
樋
口
和
秀
の
消
化
器
内
科
教
授
就
任
十
周
年
を
記
念
し
、
特
別
講
演
と
し
て

樋
口
和
秀
の
『
こ
の
十
年
の
歩
み
』

大
阪
医
科
大
学
学
長
大
槻
勝
紀
先
生
の
『
大
阪
医
科
大
学
の
琉
況
と
今
後
』

国
主
国
際
医
察
研
究
セ
ン
タ
ー
国
府
台
病
院
上
村
直
実
先
生
の

『
司
、
ミ
。
足
感
染
と
胃
が
ん
過
去
か
ら
本
求
へ
』
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

懇
親
会
で
は
、
先
端
医
寮
開
発
学
寄
付
講
座
の
開
設
と
富
永
和
作
特
任
教
授
就
任
の
祝
賀
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
御
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
是
非
と
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

御
出
席
喝
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

言己

日
時

平
成
二
十
九
年
七
月
九
日
(
日
)

総

会

午

後

三

時

四

十

分

か

ら

尤

琳

の

問

(

タ

ワ

l
ウ
ィ
ン
グ
三
階
)

特

別

講

演

、

午

後

四

時

か

ら

尤

琳

の

問

(

タ

ワ

l
ウ
ィ
ン
グ
三
階
)

懇

親

会

午

後

六

時

か

ら

尤

琳

の

問

(

タ

ワ

l
ウ
ィ
ン
グ
三
階
)

リ

l
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪
(
電
話

0
六
・
六
四
四
八
・
一
一
二
一
)

大
阪
市
北
区
中
之
島
五
|
三
l

六
八
京
阪
電
車
中
之
島
線
中
之
島
駅
直
結

場
所

特
別
講
演
と
懇
親
会
の
問
に
、
記
念
撮
影
を
行
い
ま
す
。

会
場
整
理
費

年
会
春
、

六
十
五
歳
未
・
満

満
六
十
五
歳
以
上

満
七
十
五
成
以
上

七
十
五
歳
永
満

一
万
五
千
円

一
万
円

五
千
円

無

料

総
会
御
欠
席
の
先
生
方
は
、
年
会
費
を
同
封
の
郵
便
振
替
に
て
お
送
り
下
さ
い
。
な
お
、
七
十
五
歳

以
上
の
会
員
の
先
生
は
年
会
普
、
が
危
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
返
信
の
は
が
き
に
お
書
き
下
さ
い
。

(
昨
年
ま
で
御
申
請
の
先
生
に
は
、
年
会
費
振
替
用
紙
は
同
封
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
)

敬
且

平
成
二
十
九
年
四
月

追
伸
折
り
返
し
出
え
に
つ
い
て
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
ο

春

洋

会

会

長

樋

ロ

春
洋
会
学
内
幹
事
一
同

春

洋

会

担

当

後

藤

昌

弘

医

局

長

竹

内

利

寿

司
封
の
は
が
き
で
五
月
二
十
日
ま
で
に
御
返
事
頂
き
み
に
く 手ロ

秀


